






A Study on the Relationship between Eeating Habit 
and Health in the One-year-6 months old Children 











































うな色の濃い野菜を食べますか。 はい 時々 いいえ
はい時々し、し、え
c 毎日-slIのレタス、キャヘツのよ
うな色の淡い野菜を食べますか。 はし、 時々 いいえ
d uj I一切のf!.(を食べますか。 はし、 /1寺骨 L功、え
e 毎日一切の肉を食べますか。 はい 時々 いいえ
fuj)]J1.hlの卵を食べますか。 はい 時々 L叫、え
g J 週間』ζ31以上トヴフはとのIi.
製品を食べますか。 はい 時々 いいえ
h 1 J趨l:iHζ311以上わかめ、乙んぶ
なとの的~~量買(jを食べますか。 はい 時々 L市、え
i 1 i週間IC3 n以上大線、乙「はうな



















飲まない、 l本 (180m!)以 F、24>: (360m!)以ド、
2本より多い( m!) 
日1母乳を飲んでいますか。







e 1!民俗しがちですか。 はい時々 いいえ
f腹f請をよr.える‘許が多いですか。 はL、 時々 いいえ
giM疹ができやすいですか。 はい時々 いいえ










点対象とし， iはいJを3点 ，i時々Jを 2点，iし、い
え」を l点と し最低得点10点から最高得点30点までとし
た。(但し lの牛乳摂取量については i2本以下」と




(但し aの虫歯の有無については.iない」を 3点 ，
















質問項 同 4主い 時ノー いいえ
人 % 人 9匹 人 9匹
a 食事の規則性 422 7Q.6 J40 23.4 36 6.0 
b 毎日-Hlの
有食野菜 186 31.1 347 58.0 65 10.9 
c 毎日-00の
淡食野菜 141 23.6 325 54.3 132 22.1 
d 毎日一切の魚 183 30.6 361 60.4 54 9.0 
e 毎臼 l切の肉 120 20.1 おo63.5 98 16.4 
f 毎日 l僧の卵 312 52.2 222 37.1 64 10.7 
g 1週腐間に3製日以品上豆 ・豆 415 69.4 156 26.1 27 4.5 
h 1 週間以IC 3日上海凝矧 239 40.0 252 42.1 107 17.9 
1 1 週間以に3日 上級菜頒 161 26.9 307 51.3 130 21.8 
おやつの晴好 甘いもの どちらでも 位味なL、
159 26.6 336 56.2 103 17.2 
~~よ 2以本下 i本以下 飲まないりい
人 人 人 % 人 9匹
l 牛乳被取. 225 184 134 22.4 55 9.2 
37.6% 30.8% 
m 母乳侠取 47 7.9 J4 2.3 537 89.8 
毎日一個の卵を食べる者「はし、Jが52.2%.i時々Jを
あわせると89.3%となり利用率の高い食品である乙とを
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間食のエネルギー盆





























身体悠訴 はし、 時々 いいえ
A % 人 96 人 % 
2本Lス9上 1本j孔上 。
au! 樹 1.5 5 0.8 584 97.7 
b風別lひき 103 17.9 247 41.3 244 40.8 
c虫さされ? 45 2.6 o6 11.0 487 81.4 のじくじ
d食欲不振 53 8.9 172 28.8 373 62.3 
e使 秘 34 5.7 95 15.9 469 71.4 
f腹 痛 0.2 9 1.5 5槌 98.3 
gi!n 疹 118 19.8 110 18.3 370 61.9 
h顔 4 0.6 21 3.6 573 95.8 
ifi u 3 0.5 。。595 91.5 
J 1額が浮く 9 1.5 47 7.9 542 90.6 
きやすい」が紋も多く 59.2%，次いで「混疹J38.1%. 
「食欲不娠J35.9%. 1便秘J21.6%.1虫さされ後の























「食・J~Iよ脱則的 IL 食べますか」という H\J ，、 lこ 対して














低 10- 16点 9 82.6 11.3 
男 "1 17 - 23 161 81.2 10.8 
高 24- 30 133 81.7 11.0 
低 10- 16 15 81.6 10.8 
右足 rド 17- 23 159 79.9 10.2 


















食 生活 健lぷ 身 (4，: :悠 ，;fi (ぷ1. J長3参照)
1!1-!~1， ・. 人数 得点 a b c d 巴 f g h J 
低 24 25.9 14 8 21 7 10 。 3 
10-16人 ( 4.0) ( 4.1) (58.3 ) (33.3 ) (87.5) (29.2) ( 4.1) (41.6) ( 4.1) ( 0 ) ( 12.5) 
rt 320 27.2 10 183 57 liJ2 78 5 115 15 3 33 
17ー 23!.'1 (53.5) ( 3，1) (57.2 ) ( 17.8) (44.4 ) (.~4 .3 ) ( 1.6) (35.9) ( 4.7) ( 0.9) ( 10.3) 
I~'J 254 27.7 3 157 46 62 44 4 103 9 。 22 
24-301.'¥ (42.5) ( 1.2) (61.8 ) (18.1 ) (24.4) (17.3 ) ( 1.6) (40.6 ) ( 3.5) ( 0 ) ( 7.9) 
一-
598 2自.9 14 354 111 225 129 10 228 25 3 56 
( 100.0 ) ( 2.3) (S9.2 ) (18.6 ) (37.6 ) (21.6) ( 1.7) (38.1 ) (14.2 ) ( 0.5) ( 9.4) 




エネノレギー 人数 % 食生活得点 健康得点際取量
0-100 kcal 53 ( 8.9) 22.1 25.4 
100-200 " 144 (24.1) 22.5 27.3 
200-300 " 185 (30.9) 22.0 27.4 
300-400 " 114 (19.1) 22.7 27.5 
400-500 " 63 (10.5) 22.5 27.0 
500-600 " 28 ( 4.7) 22.9 27.7 
600- " 1 ( 1.8) 24.7 27.5 
砂糖摂取量
A 0-29g 463 (77.4) 22.8 27.6 
B 30-39g 76 (12.7) 21.9 27.3 











































%程度，熱盆で 150-200kcal程度与える ζとがよし、 111
間食からの砂糖炭取量と健康得点との関連については，
鈴木71の方法に従い対象者を砂糖僕取量が29g以ドの者










間食からのエネルギー 270.5 274.5 
食
摂取量kcal
間食から摂の砂取糖 20.2 19.6 量 g
牛乳摂取量 mi 406.9 355.6 
生 食事が規則的
(はし、)% 50.2 82.8 
食生活得点 21.4 23.9 
活
健 康 {写 H、5‘-、 26.2 28.1 
身 男 女 男 女
体 身長 cm 81.1 80.2 81.5 81.1 
発 体重 kg 10.7 10.2 11.0 10.5 育
図7
表6
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Summary 
In order to make the nutrition guidance effective at the time of medica1 examination for 1-1/2 year司oldchildren， iti. 
essential to grasp the dietary habits and the effects thereof on growth and hygienic conditions. 
In the present study， dietary habits ancl health complaints were examined by the quesHonnaire sheet; one was for 
dietary habits， and the other was for health complaints. 
And research was made of the relation between dietary habits and health comp1aints. Subjects were 598 infants who 
underwent the medical examination at th巴ageofト1/2，visiting Higashinari Public Health Center in Osaka. 
Resu1ts were as followed: 
1) 4% of the subjects showed the alimentary unbalance. 
2) 6% of the subjects showed the irregular intake of the diet. 
3) 9:9% of the subjects were consuming over 40g of sugar in between meals a day 
4) The better health status appears to be associated with the appropriate food-eating behavior. 
(8 ) 
